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派
遣
生
た
ち
の
感
想
文
に
は
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
気
遣
い
が

こ
う
綴つ

づ

ら
て
い
ま
す
。

「
戸
惑
い
が
多
く
、
悩
ん
で
い
た

が
、
そ
れ
は
初
日
の
わ
ず
か
な
時

間
だ
け
だ
っ
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
は
と
て
も
優
し
く
、
親
切
に

接
し
て
く
れ
た
」。

「
携
帯
電
話
の
翻
訳
機
能
や
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
な
ど
を
使
っ
て
、
必
死

に
会
話
し
て
く
れ
よ
う
と
し
た
の

で
、
と
て
も
感
動
し
た
」。

　

2
日
目
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
思
い
思
い
の
休
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

約
12
時
間
半
の
フ
ラ
イ
ト
を
終

え
パ
リ
の
空
港
に
到
着
、
そ
の
後

コ
ン
ピ
エ
ー
ニ
ュ
市
に
移
動
。
ゴ

シ
ッ
ク
様
式
の
市
庁
舎
や
芸
術
的

な
街
並
み
を
見
て
異
国
に
来
た
こ

と
を
実
感
し
、
新
し
い
世
界
に
期

待
が
高
ま
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
お
世
話
に

な
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
対

面
で
す
。
み
ん
な
緊
張
し
て
い
ま

し
た
が
、
そ
ん
な
彼
ら
の
不
安
を

吹
き
飛
ば
す
か
の
よ
う
に
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
優
し
い
笑
顔
で

迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

難
し
い
発
音
に
も
次
第
に
慣
れ
て

い
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
コ
ン
ピ

エ
ー
ニ
ュ
市
に
あ
る
ピ
エ
ー
ル
ダ

リ
高
校
で
の
交
流
会
で
披
露
す
る

歌
と
踊
り
を
自
分
た
ち
で
決
め
、

一
生
懸
命
練
習
し
ま
し
た
。

　

3
月
22
日
の
早
朝
、
い
よ
い
よ

旅
立
ち
の
と
き
を
迎
え
ま
し
た
。

期
待
と
不
安
が
入
り
混
じ
る
中
、

保
護
者
や
本
市
国
際
交
流
協
会
の

役
員
に
見
送
ら
れ
市
役
所
を
出
発
。

成
田
空
港
で
飛
行
機
に
乗
り
、
フ

ラ
ン
ス
へ
と
飛
び
立
ち
ま
し
た
。
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歴史の重みを感じるコンピエーニュ市庁舎
　コンピエーニュ市は、パリから約80㎞に位置するビカルディ州オワーズ県の副県庁所在地で、
人口は約45,000人の中規模都市です。交通の便に恵まれ、化粧品、食品、自動車部品工場などが
数多くあります。市内にあるコンピエーニュ工科大学はフランス国内でもレベルの高い大学とし
て知られていて、日本からの留学生もいます。同市の歴史は古く、周辺を狩猟に適した森に囲ま
れていたため、しばしば王や皇帝が居城を構えていました（現存するコンピエーニュ宮殿は、ナ
ポレオン3世の治世に皇帝の秋の宮殿として利用されていました）。また、イギリスとの百年戦争
中、劣勢のフランスを勝利に導いた“ジャンヌ・ダルク”が捕らえられた地としても有名です。

事
前
準
備

出
発
、
い
ざ
フ
ラ
ン
ス
へ

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
対
面

　

中
学
生
た
ち
は
、
12
月
に
派
遣

が
決
ま
っ
て
か
ら
、
説
明
会
や
研

修
会
に
参
加
し
、
着
々
と
準
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
郡
山
市
在
住
の
フ

ラ
ン
ス
人
ノ
ワ
ロ
ー
・
ジ
ョ
ン
＝

パ
ス
カ
ル
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

2
回
に
わ
た
り
フ
ラ
ン
ス
語
を
学

び
ま
し
た
。
日
本
語
が
堪
能
な
パ

ス
カ
ル
さ
ん
で
す
が
、
講
義
中
は

ほ
と
ん
ど
日
本
語
を
話
し
ま
せ
ん
。

初
め
て
聞
く
生
の
フ
ラ
ン
ス
語
は

新
鮮
で
、
派
遣
生
た
ち
は
目
を
丸

く
し
な
が
ら
も
真
剣
に
聞
き
入
り
、

①ピエールダリ高校での交流会で披露する歌と踊りの練習
②パスカルさんのフランス語講座
③出発式（市役所本庁舎）
④ホストファミリーとの対面式（コンピエーニュ市議会議場）
⑤、⑥ホストファミリーとの交流

①②

③

④

⑤⑥

特集／中学生国際交流事業

　平成元年から行っている「中学生国際交流事業」には、
これまでに471人の生徒が参加し、異国の文化を体験し
ています。平成25年度は、3月22日から28日までの7日
間、派遣生（中学2年生）20人が本市の姉妹都市である
フランス・コンピエーニュ市やパリ市を訪問し、現地で
貴重な体験をしました。
　今月号では、体験の内容や感想の一部を紹介します。

問市国際交流協会事務局（本庁舎企画政策課内）☎㉒1111 
内2323

７日間の

エッフェル塔の前で
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特集／中学生国際交流事業

ル
寺
院
な
ど
を
見
学
し
、
数
々
の

芸
術
や
文
化
に
触
れ
ま
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
を
離
れ
、
３
月
28
日

の
深
夜
に
白
河
に
到
着
。
迎
え
て

く
れ
た
保
護
者
や
協
会
役
員
に
、

無
事
、
帰
国
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

「
7
日
間
」
と
い
う
短
い
期
間

で
し
た
が
、
ほ
か
で
は
得
る
こ
と

が
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
を
し
、

か
け
が
え
の
な
い
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
得
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ

を
将
来
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い

く
の
か
。
国
際
交
流
は
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
す
。

ほ
と
ん
ど
の
派
遣
生
が
「
Ｍメ

ル
ｅ
ｒ

ｃシ

ーｉ
」
と
い
う
単
語
し
か
出
て
き

ま
せ
ん
。
も
ど
か
し
さ
と
別
れ
の

悲
し
み
を
胸
に
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
コ
ン
ピ

エ
ー
ニ
ュ
市
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

パ
リ
に
向
か
う
途
中
で
は
、
ゴ

ッ
ホ
ゆ
か
り
の
地
オ
ー
ヴ
ェ
ル
・

シ
ュ
ル
・
オ
ワ
ー
ズ
や
ヴ
ェ
ル
サ

イ
ユ
宮
殿
を
見
学
。
パ
リ
で
は
、

ル
ー
ブ
ル
美
術
館
や
ノ
ー
ト
ル
ダ

ム
寺
院
、
凱
旋
門
、
サ
ク
レ
ク
ー

披
露
、
高
校
生
た
ち
は
初
め
て
聞

く
不
思
議
な
響
き
に
興
味
深
く
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
そ
の
ほ
か
に
、
コ
ン

ピ
エ
ー
ニ
ュ
・
白
河
協
会
の
皆
さ

ん
の
案
内
で
、
コ
ン
ピ
エ
ー
ニ
ュ

宮
殿
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工
場
を
見

学
し
ま
し
た
。

　

４
日
目
の
朝
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
の
別
れ
の
と
き
が
訪
れ
ま

し
た
。
フ
ラ
ン
ス
語
で
感
謝
の
言

葉
を
伝
え
よ
う
と
す
る
も
の
の
、

パ
リ
、
そ
し
て
帰
国

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
別
れ

ピ
エ
ー
ル
ダ
リ
高
校
で
の
交
流

　

３
日
目
は
、
以
前
か
ら
親
交
の

あ
る
、
ピ
エ
ー
ル
ダ
リ
高
校
の
交

流
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
折
り
紙

や
独こ

ま楽
回
し
な
ど
、
日
本
の
昔
な

が
ら
の
遊
び
で
交
流
を
深
め
た
後
、

高
校
生
た
ち
が
弾
き
語
り
や
バ
ン

ド
で
日
本
の
歌
を
歌
い
歓
迎
し
て

く
れ
ま
し
た
。
派
遣
生
た
ち
は
お

礼
と
し
て
、
研
修
の
と
き
か
ら
一

生
懸
命
練
習
し
て
き
た
歌
や
踊
り

を
披
露
し
、
最
後
は
み
ん
な
で
大

合
唱
し
ま
し
た
。
ま
た
、
川か

わ
さ
き崎
英え

い

順じ
ゅ
ん

団
長
が
、
本
業
の
「
お
経
」
を

①交流会で歌と踊りを披露
②袈

け さ

裟をまといお経を読む川崎団長
③悲しみをこらえホストファミリーと笑顔でお別れ
④ヴェルサイユ宮殿
⑤ミロのヴィーナス像（ルーブル美術館）
⑥帰国報告会（5月15日）

①②

③

⑥

④⑤

　市国際交流協会では、中学生国際交流事業で講師を務め
ていただいたフランス人講師によるフランス語講座を開催
します。どなたでも参加できますので、お気軽にお申し込
みください。

●日　時　７月23日・30日、８月27日、９
　　　　　月３日・17日、10月１日　水曜

日　計６回／午後７時～９時
●会　場　本庁舎正庁（５階）
　　　　　※７月23日は本庁舎地下会議室
●講　師　ノワロ―・ジョン＝パスカル氏
●内　容　基礎的なフランス語会話
●定　員　１回40人　※先着順
●受講料　１回あたり500円（７月18日　
　　　　㈮までに６回分を一括でお支　

　　　　払いいただく場合は2,000円）
　　　　　※市国際交流協会会員は無料
●申込方法　電話またはＥメールで、各開催

日の２日前までにお申し込みく
ださい（平日の午前９時から午
後５時まで）。

●申し込み・問い合わせ先
　本庁舎企画政策課㉒1111　内2323／Ｅ
メールkokusai-koryu@city.shirakawa.
fukushima.jp　ノワロー・ジョン＝パスカル先生ノワロー・ジョン＝パスカル先生

尾
お ま た

股昂
こ う や

哉さん（五箇中）　
　もう一度コンピエーニュを訪

れて、ホストファミ

リーに感謝の気持ちを伝えたい。

鈴
す ず き

木　萌
もえ

さん（中央中）　
　国や文化が違っても大切なのは

人と人のつながりだ

と思った。相手を思いやる気持ちは
変わらないと感じた。

川崎英順さん（平成25年度派遣
団団長）　

　この旅は私たちの交流にとっ
てきっかけに過ぎな

い。末永くこの良い交流を続け、
発展させていきたい。

小
こばやし

林友
ゆ り え

里恵さん（白二中）　
　人に感謝することを学んだ。

今回の体験で得た自

信や発見を糧にして、夢を叶えた
い。

藤
ふ じ た

田菜
な な

々さん（白二中）　
　不安だらけだったが、ホスト

ファミリーがとても

優しかったので、本当に良い経験
ができたと思う。

工
く ど う

藤莉
り さ

咲さん（大信中）　
　今回の事業がきっかけでフラ

ンスの魅力を感じ取

ることができ、他国への興味がよ
り一層深まった。

田
た な べ

辺陸
り く と

斗さん（白二中）　
　会話することはとても難しか

ったが、心で通じる

ものがあり、何とかなるもんだと
思った。

佐
さ と う

藤光
こ う き

樹さん（白二中）　
　みんな陽気で常に笑っていた

。言葉や住む国が違

っていても通じ合い、心の形は一
緒なのだと感じた。

星
ほし

　大
ひ ろ む

夢さん（表郷中）　
　ホストマザーに「あなたは私たち

の家族だからまたい

つでもおいで」と言われたときはと
てもうれしかった。

鈴
す ず き

木沙
さ え

英さん（白二中）　
　異文化に触れることで、他国

の良さだけでなく自

国の良さも再認識することができ
た。

宮
み や お

尾京
きょうか

佳さん（中央中）　
　感動や驚きの連続だった。現

地の人たちの優しさ

や、文化などをたくさん感じるこ
とができた。

工
く ど う

藤　陸
りく

さん（表郷中）　
　今回学んだことをたくさんの

人に広め、いずれは

世界で活躍できるようになりたい
。

高
たかはし

橋　黎
れい

さん（表郷中）　
　とても感動的で心に残る良い

思い出になった。ホ

ストファミリーのご飯はおいしか
った。

佐
さ と う

藤朱
あ か り

里さん（白二中）　
　現地で感じ、学んだことをい

ろいろな人に教えた

い。いつかフランスと日本をつな
ぐ人になりたい。

邉
へ ん み

見侑
ゆ う き

希さん（中央中）　
　白河もコンピエーニュのように、

伝統を受け継ぎなが

ら新しいものも吸収できるようにな
れば良いと感じた。

國
こくぶん

分一
か ず き

樹さん（五箇中）　
　初対面の人にも自分から話し

かけられるような明

るくフレンドリーな人になりたい
。

芳
は が

賀朱
あ か り

莉さん（中央中）　
　仲間やピエールダリ高校の人た

ちと笑いあえたとき、

何事にも笑顔は生まれると感じら
れた７日間だった。

佐
さ と う

藤輝
て る や

弥さん（中央中）　
　相手が何を伝えたいのかを把

握し、しっかりと自

分の伝えたいことを伝えられるよ
うになりたい。

満
みつやま

山さくらさん（大信中）　
　ホストファミリーは優しく笑

顔で迎えてくれたの

で嬉しかった。とても楽しい思い
出ができた。

鈴
す ず き

木冴
さ え か

佳さん（中央中）　
　言葉が通じなくても仲良くな

れることが分かり、

積極的に行動すれば相手に気持ち
が伝わると思った。

鷲
わ し お

尾滉
こ う き

輝さん（中央中）　
　ホストファミリーとは今でもメ

ールのやり取りをし

ている。機会があれば、今すぐに
でも会いに行きたい。

　５月15日の帰国報告会では、
派遣生たちがフランス

で「何を感じ、何を思ったか」
をひとりずつ発表しま

した。その内容を抜粋して紹介し
ます。

尾
お ま たお ま た

股昂
こ う やこ う や

哉さんさん（五五箇中箇中））

で「何を感じ、何を思ったか」
をひとりずつ発表しま

した。その内容を抜粋して紹介し
ます。

鈴
す ず き

木 萌
もえ

さんさん（中（中央中央中））

ここの旅の旅は私は私たちたちの交の交流に流にとっとって
きてきっかっかけにけに過ぎ過ぎなな

い。末永くこの良い交流を続け、
発展させていきたい。


